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１，日　時

２，場　所 サポートセンター虹　グループホームきぼう

３，参加者

４，案　件

 　 　一般就労14名、就労継続支援B型事業所6名

　  　入居者で按分。

　　　　 共有スペースおよび居室（空き部屋）を見学

５，議　題

　　　　GHの変遷　　　　平成22年開所。

　　　　行事　　　　　　　　4月は永年勤続表彰（5年ごとに表彰）、12月は忘年会、２ケ月に1回

　　　　　　　　　　   一般就労14名、就労継続支援B型事業所6名

　　　　　　　　　　　　　　　くらいの割合で体験活動等を行う。年1回社会見学旅行も実施。

　　　　必要経費　　　　　家賃、食費、光熱費で約月７万。朝食400円、夕食600円。光熱費は

　　　　食事　　　　　　　　月曜日～土曜日の朝食と夕食を世話人が提供。日曜日は各自で準備。

共有スペースおよび居室（Kさん居室）を見学

令和７年１２月６日(土)　１０：００～１１：３０

　　　　入居者の様子　　定員24名。現在は男性16名、女性4名利用。19歳～63歳。

　（５）GHきずな見学

今年度から、地域の方々に我々の事業を知っていただき、意見をもらって改善できることは

改善していくという趣旨から、地域連携推進会議を開催することになった。

地域との関係づくりにつなげていきたい。

　　　　施設内の設備　　共有スペース（食堂、洗濯室、トイレ、ふろ）、居室（６畳）

　（３）GH概要説明

　（４）GHきぼう見学

　　　　　　　　　　　現在は自己所有４ヶ所（尻内地区１ヶ所、白山台地区３ヶ所）

サポートセンター虹共同生活援助
地域連携推進会議録

　

　（２）会議参加者の紹介（上記参加者参照）

A　　（利用者）
C　　（利用者　Bさん母親）
E　　（D町内会副会長）
F     （理事長）
G     （管理者）
H     （サービス管理責任者）

第１回地域連携推進会議

年１回以上会議を開催し、GHを見学していただいたり意見をいただいたりして、利用者と

　（１）理事長あいさつ（会議開催の趣旨説明）



　　○

　・休みの日の食事はどのようにして準備し、どのようなものを食べるのか。　　　　　　　　

           を説明する。

 　 ・冷暖房はどのようになっているのか。

　　　→全室エアコン

参加者より、質問、感想等（説明や見学の中で随時）

　　　→自分でスーパーやコンビニで購入する。弁当を購入したり、カップラーメン、

　　　　 冷凍食品等をポット、電子レンジを使用して温めたりする。

　・一般就労していない方々は、年金だけで生活できるのか。旅行には行けるのか。

　　　→かつて一般就労したことがある人はそれなりの貯えがある。無駄使いをしないよう

　　　→一般就労は難しい方々が、簡単な作業をして就職のスキルを訓練するような場。

 　　　　　・就労継続支援B型事業所とはどんなところか。

　　　　 　  今後、何か感じることもあるかもしれない。　

             暮らせる。快適ですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

          　　　　　　　　　　　　　　　      　　行ったり、無駄使いをしないように気をつけている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　主にC棟の作業種目(ポスティング、菓子店Mの作業、パン製造補助、畑作業等）

　　　　 声をかけたりしながら金銭管理も行っている。旅行にいくために仕事を休まず

            ・GH内は施設が充実していて、冷暖房完備だし、食事も作ってもらえるなら、安心して

　       　・近くを通ることはあっても中に入ることはないし、どんなことをしているのか全然知らな

　　         かったので、知ることができてよかった。今回は、まず知ること。知ることができれば、


